
別記様式２ 

 

生産行程管理業務規程 

 

作成日：平成 30 年３月 20 日 

更新日：令和 3 年 4 月 1 日 

 

１ 作成者 

              （トヤマケンナントシタカミヤ 1248） 

住所（フリガナ）：（〒939-1741）富山県南砺市高宮1248 

        （ノウジクミアイホウジントヤマホシガキシュッカクミアイレンゴウカイ） 

名称（フリガナ）：農事組合法人富山干柿出荷組合連合会 

  代表者（管理人）の氏名：会長 藤井 敏一 

ウェブサイトのアドレス：http://www.hosigaki.jp/ 

 

２ 農林水産物等の区分 

 区分名：第５類 農産加工品類 

 区分に属する農林水産物等：果実加工品類（干柿） 

 

３ 農林水産物等の名称 

 名称（フリガナ）：富山干柿（トヤマホシガキ）、Toyama Hoshigaki 

 

４ 明細書の変更 

 農事組合法人富山干柿出荷組合連合会（以下「富山干柿出荷組合」という。）は、法16条第１項の

変更の登録を受けたときは、当該変更の登録に係る明細書の変更を行うものとする。 

 

５ 明細書適合性の確認 

(1)生産地、品種及び原料柿の生産の方法 

産地固有品種「三社」の種苗は一般に流通されていないため、富山干柿出荷組合は、組合員から、

必要な苗木数の注文を受け、優良な穂木を種苗会社に送り種苗会社に苗木の生産を委託する。富山干

柿出荷組合は、生産された苗木について組合員に配付し、注文・配付の状況については「苗木供給伝

票」に記録する。 

 富山干柿出荷組合は、組合員に園地の場所や生産資材の使用履歴を記載した「富山干柿栽培管理

記録簿」について作成及び製品出荷前に提出させ、その記載内容及び配付時の「苗木供給伝票」を

富山干柿出荷組合が確認することで、生産地、品種及び生産の方法を遵守しているか確認する。 

 なお、確認の結果、生産地、品種及び生産の方法が遵守されていないことが疑われる場合には、

富山干柿出荷組合は現地調査を実施する。             

 

(2)干柿の加工方法 
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 富山干柿出荷組合は、組合員に、「富山干柿生産工程管理チェックシート」について当該組合委員

に係る荷受最終日以降、翌年１月末までの間に富山干柿出荷組合に提出させ、その記載内容を富山干

柿出荷組合が確認することで、加工の方法を遵守しているか確認する。なお、確認の結果、内容に

問題があることが疑われる場合には、富山干柿出荷組合は、対象の干柿について「富山干柿」とし

て出荷しないこととし、対象者を集め生産行程管理研修会を実施する。            

                                       

(3)出荷規格・最終製品の確認                                

 組合員は、最終製品について品種名が明記された出荷伝票「生産者出荷伝票」とともに出荷し、

富山干柿出荷組合の検査員が全干柿について品種特有の大きさ、色・形の特徴を持つか、検査基準、

階級基準、三社柿目揃い表（検査員向け）により、検査・格付けを行い、結果についてその場で富

山干柿出荷組合はパソコンに入力し、「荷受伝票」を作成する。 

 なお、色が鮮やか過ぎるなど外観から渋残りの可能性が疑われる場合は、複数の検査員で試食を

行い、渋がないか確認する。 

また、検査の結果、品質に問題がある場合は組合員からの荷受を断るとともに、検査後の製品の

包装又は箱詰めの作業において、品質不良果が見つかった場合には富山干柿出荷組合で製品を処分

する。 

 

６ 明細書適合性の指導  

(1) 富山干柿出荷組合は、前記５の確認時において、明細書に記載の生産地・特性・生産の方法

の各基準のいずれかを満たしていないと疑われる場合には、当該組合員に対して警告を発し、

是正を求める。なお、是正を受けたにもかかわらずこれに従わない場合には、富山干柿荷組合

は、組織定款の第 12 条に基づき、当該組合員の除名ができるもとする。 

(2) 富山干柿出荷組合は、年に一回以上、構成員である組合員に対し、講習会等の機会を設け、

明細書に記載の生産地・特性・生産の方法の各基準を遵守するよう指導する。 

 

７ 地理的表示等の使用の確認 

(1) 富山干柿出荷組合は、検査場から出荷する際に、明細書に記載の生産地・特性・生産の方法

の各基準をいずれも満たした干柿についてのみ、地理的表示である「富山干柿」及び登録標章

が使用されているか否かを確認する。この際、地理的表示である「富山干柿」及び登録標章を

使用している者及びこれらの使用がされているもの（出荷用ダンボール等）についても確認す

る。 

(2) また、前記(1)の確認において、以下の干柿があるか否かを確認する。 

①明細書に記載の生産の方法の各基準のいずれかを満たしていない干柿であるにもかかわらず、

地理的表示である「富山干柿」及び登録標章が使用されている干柿 

②地理的表示である「富山干柿」のみが使用されている干柿 

③登録標章のみが使用されている干柿 

④地理的表示である「富山干柿」に類似する表示又は登録標章に類似する標章が使用されてい

る干柿 
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８ 地理的表示等の使用の指導 

(1) 富山干柿出荷組合は、前記７の確認の際に富山干柿出荷組合による以下の表示を確認した場

合は、「富山干柿」としての出荷を停止した上で、速やかに是正する。また、組合員による以下

の表示が確認された場合は、当該表示を行った組合員に対して警告を発し、是正を求める。な

お、是正を受けたにもかかわらずこれに従わない場合には、富山干柿出荷組合は、組織定款の

第 12 条に基づき、当該組合員の除名ができるもとする。 

①明細書に記載の生産の方法の各基準のいずれかを満たしていない干柿であるにもかかわらず、

地理的表示である「富山干柿」及び登録標章が使用されている場合 

②地理的表示である「富山干柿」のみが使用されている場合 

③登録標章のみが使用されている干柿 

④地理的表示である「富山干柿」に類似する表示又は登録標章に類似する標章が使用されてい

る場合 

(2) 富山干柿出荷組合は、6(2)に記載の講習会等において、構成員である組合員に対し、適切な

地理的表示等についての普及啓発を図るものとする。 

 

９ 実績報告書の作成等 

 富山干柿出荷組合は３月１日から翌年２月末日を一年度として、年度終了後１ヶ月以内に、以下

の書類を作成し、農林水産大臣に提出するものとする。 

(1) 審査要領別添５「生産行程管理業務審査基準」別紙により作成した生産行程管理業務実績報

告書 

(2) 生産行程管理業務の対応実績がわかる資料として、富山干柿出荷組合連合会が作成した検査

記録（地理的表示等の使用状況を含む）。 

(3) 提出時における最新の明細書 

(4) 提出時における最新の生産行程管理業務規定 

 

10 実績報告書等の保存 

 富山干柿出荷組合は、前記 9(2)において提出した使用に加えて以下の書類を、富山干柿出荷組合

連合会事務所に５年間保管するものとする。 

 (1)「苗木供給伝票」 

(2)「富山干柿栽培管理記録簿」 

(3)「富山干柿生産工程管理チェックシート」 

(4)「組合員ごとの干柿荷受伝票を集計した精算書」 

(5)「包装関係資材使用確認表」 

 

11 連絡先 
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